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下した．これは PdO が時間とともに徐々にシンタリングしたためと考えられる． 
次に，Pd の担体としてヘテロポリ酸に着目した．ヘテロポリ酸（HPW）は水蒸気下でも安定に存
在でき， Pd を分散させるのに必要な強いブレンステッド酸を有している．またヘテロポリ酸は NO
を吸着する特徴もあるため，従来にはない触媒活性を期待した．Pd/HPW/SiO2触媒でメタンを還元
剤とした NO 還元反応を行ったところ，従来活性を示さないような低温（573 K）で最大活性を示し
た．ゼオライト担体上で Pd は 623 K まで PdO に酸化されないが，ヘテロポリ酸上では 473 K とい
う低温でも Pd がブレンステッド酸上で容易に酸化され PdO となって分散するため，低温で活性を
示したと考えられる．さらに，NO の吸着，活性化もこのような温度で起こるため活性を示したと考
えられる．また水蒸気を導入し反応を行ったところ，活性は向上し長時間安定していた．これは水蒸
気が存在すると H2O との置換により起こるヘテロポリ酸への NO の吸着が促進されるためと考えら
れる．また触媒の三つの成分（Pd，HPW，SiO2）はそれぞれ重要であり，SiO2 は HPW の分散，




















実験を行った．トルエンは Na 上に Na の量と同じ量だけ強く吸着し，その吸着強度は MOR > MFI 





















Fig. 1 混合触媒での NO 還元反応機構
